
 

 

第２回 相談支援部会 

 

日時 令和７年１月８日 午後６時～８時 

場所 新宿区本庁舎３０２会議室 

参加者 廣川、内藤、友利、山口、塩川 八角 吉川 南大路 

事務局 武藤 

 

ご意見 

 

１、緊急電話の次の動きをどうするか 

・定期巡回の指定を受けている介護事業者がどれだけいるのか。 

・定期巡回の指定を受けている介護事業者が居宅介護や重度訪問介護の指定をどのくらい

受けているのか。 

・定期巡回のサービスを受けている利用者はどれだけいるのか。 

 

２、緊急通報システム制度について 

・緊急通報システムは愛の手帳の３・４度の人は使えるようになってほしい。 

・脳性麻痺のある人に導入したかったが、手が動かないため断念した。ボタンを押して反

応する以外にも動感知や熱感知センサー等の新しい技術を取り入れながら緊急対応に当た

るよう契約先に相談してみてはどうか。 

 

３、日常的に何でも相談できるところを（例：暮らしの保健室）をどう作っていくか 

 

４、精神障害者のグループホームについて 

・最近の GHは一人一室で生活を行い世話人室が一つだけであるタイプのマンション型が多

くなった。世話人に電話等で連絡して必要な時だけ助けを借りたり、一か月に一度の集会

で周りの人間とコミュニケーションをとる。 

・精神的疾患がある程度世間に認知されだした。侮蔑する言葉はなくなってきた印象であ

り言葉がマイルドになった。 

 

５、業務効率について 
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・相談支援事業所では現在でも紙ベースでのやり取りあるため大変非効率である。サービ

ス提供者の絶対数が減ってくるのは自明であり、ICT（情報通信技術）を取り入れて一人

一人の業務効率を上げる工夫が必要である。国も ICT 化に積極的であるので流れに乗るこ

とは大切である。 

・コロナ禍は事業所をクラウド化（データをインターネット上に保管）する必要性に迫ら

れたので業務効率に一役買った。しかし、コロナ禍が終了すると同時に家庭訪問も再開す

るなどアナログな業務が戻ってきた結果、業務効率が若干落ちた。 

・行政機関からの監査は紙ベースで求められることが多い。新宿区はだんだん紙ベースか

らデジタルでのやり取りになってきているので、どんどんおこなってほしい。 

・データが紙で残っている保管場所や廃棄に困る。事業所はマンションの一室で行ってい

ることも多く、場所が確保しづらい。そのためデータとしてパソコンに保存しておくこと

ができれば業務効率につながり、実際の障害者への支援に時間をまわすことができる。 

・LINE で相談を聞くことで利用者対応時間を効率化した経験がある。電話で説明するのが

苦手な利用者はビデオ通話や写真で伝えてもらうことで対応がやりやすくなった。しかし、

公私の境がなくなるデメリットがある。 

・サービス提供者を育てるためにはある程度お金と時間をかけていかなくてはならないが、

自身のキャリアの通過点として業界に入る人も多く、下の世代が育っていいかない。 

・重度訪問介護は一人の利用者に夜付きっきりになるが、利用者は寝ていることが多いの

で空き時間ができやすい。尿意をセンサー感知できる装置があれば利用者を複数人対応す

ることが可能である。そのような形で人的資源を確保していかなくては高齢の障害者が確

実に増えるので対応できなくなる。 

・シャロームの研修会を利用して情報交換をしてみてはどうか。業務効率をどのように行

っていくか。みんなで情報共有をしていきたい。 

 

６、就労選択支援事業の今後について 

・あるＡ型事業所では利用者の賃金を確保するためにその分スタッフ側が無理をしたりす

るなどしているところもある。Ａ型の制度設計に無理がある。 

・現行の就労支援のサービスにおいて、自分の適性がわからないままサービスを利用し続

けたりと問題がある。就労選択支援が新しくできるが、どこの事業所が受け持つのか、ど

のような対応ができるのか注視している。 

・就労選択支援事業の今後について確認していく。 

 


